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次の事例は、「スタジオジブリが描く乱世『定家と長明』展」（2012 年 10 月 1 日～ 12
月 16 日）です。スタジオジブリが定家と長明のアニメを作成する準備がある、というの




























































































































































































































































それで先ほどの北島康介の YouTube を、もう 1 回出すのですね。北島康介の水泳の時
の画像はシドニーも、それからアテネもロンドンも、みんな、北島康介は左側から泳いで
るのですよ。左側から泳いで、右にタッチしているのです。陸上だとカール・ルイスでも
ボルトでも、左から右に走りますよね。それは、スタジアムの作りがそうだから仕方がな
い。だけど水泳は、左側にも右側にもスタンドがあるので、どちらの側にカメラを構える
かは自由、向こう正面で撮っても問題ないわけですよ。
でも、北京だけは、北島康介は、右から泳いでくるのです。それは書物の力なのです。
みんなが自動車描いたのも、それから車のカタログも。「車のカタログは本やろ。日本の
本はそうなってるんやで。みんな、国語のテキスト出してみい」と言って国語の教科書を
出すと、「あっ、ほんまや。こういうふうにしていく」と言う。「算数はどうや、算数は横
書きやろ、反対やろ」と。理科はどうや、とか。それから社会も最近は横書きなので、国
語だけなのですよね。国語は“右から左”やろと。「だから、日本人の目の動きや考え方
や、無意識のうちにみんなが車を描いたりするのも、それは古典の力やろ」と言いました。
日本人は『源氏物語』も『古今和歌集』も、それからさっきの小式部内侍の歌も見せたね、
ということで、「みんな無意識のうちに“右から左”という目の動きで、物事を観察しよ
うとしているんだよね。中国も同じなんだよ」と。書物のルーツは中国なので。北京オリ
ンピックのカメラマン、北京の中央電視台のスタッフは、やっぱり北島康介は左に向かっ
て泳いでこないと気が済まなかったのでしょうね。あれは本当に面白い事例です。
一応そんなかたちで出前授業をやってるのです。そういう事例が、小学校から中学校、
高校、大学ぐらいまで通用します。大学になるともう少し古典の和歌を出したりはします
が。夕陽の歌など、あるいは朝陽の歌ですね。
結びに
やっぱりこれから IT の時代が進んでくると、人工知能が代行するような仕事はいっぱ
いあるだろうと思うのです。古筆切でこれとこれはツレだというのは、恐らくもうコンピ
ューターに勝てないでしょう。ばーっとデジタル資料を拾ってきて、それで同じようなも
のはすぐ同定してくれるだろうと思います。ただし、やっぱり問題がありまして、大きさ
が分からない。
大学図書館でどういう人が今、司書をやってるかというと、ほとんど外注です。大手の
書店や、あるいは人材派遣会社が、受付から出納、すべてセットで販売してくるのです。
見積もりを取って安いほうを経理や理事会は採用しますから、質の問題ではなくて。こっ
ちのほうがコストが安いよと。パッケージで、受付から本の出納から全てコストが安いと
ころが大学図書館に入ってくるわけです。どこの大学図書館もそうでしょう。
それでもごく一部の部署では、専門的な技量が必要になります。それで一番重宝がられ
るのは目録の取れる人で、本が入って来たときにこの本はどういう本だと、すぐに分類で
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きる、そういう管理や情報サービスができるというのは、図書館員として一流なので、目
録が取れるかどうかは、とても重要なのです。
それでこの間「世界の写本、日本の写本」というシンポジウムがあったというお話をし
ました。あの時、質問が研究者から出たのですが、一番最初のものは、「UCB 三井文庫は
版本と写本とを分けてまず山を作ったんだけど、普通そういう分類の仕方は日本ではしな
い」という質問でした。けれど、それは研究者の考え方です。私はもう、ボンドで貼られ
ちゃったりとか、「こんなことするの」という事例を、大学図書館の関係者から聞いたり
してましたから。やはり受け入れ係としては、本が入って来た時の受け入れは、まず目録
を作らないといけないのです。最初の大分類があるのですね。その時にコピぺができるか
できないかは非常に大きな問題なのです。それで版本と写本とに分けるはずなのです。版
本はどこかが入れてますので。そこの図書館のデータをそのまま落とし込めば、目録がす
ぐにできるのです。ところが写本はそれ 1 個しかないから、目録を作るのはすごく骨が折
れます。
ある研究者が、有名な美術館と、ある大学図書館と、同じ名前の絵巻があって、写真で
見ると絵柄も同じ、目録で検索してみたら寸法までそっくり同じ、これは謄写本か臨写本
か臨摸本か、とにかく親子関係の写しだろうと考えて、それぞれを原本調査した。ところ
が、寸法を測ってみたら全然違う。実は、大学図書館にその絵巻が入ってきた時に、同じ
名前のものがどこかにないか、あちこちの目録を調べていたら、有名な美術館が同じ題名
の絵巻を所蔵していたので、それをコピぺして目録を作ったというのです。寸法くらいは
せめて自分たちで測ってくれないと。寸法までコピぺしちゃってるのですね。それが大学
図書館の実態なのです。
さっき古典の話をしましたけれども、われわれは古典を大事にしているか、われわれは
古典というものと接しているか。小学校から、あるいは大学まで、古典の読み物としての
本を、古典籍というものを使って、一番本当に勉強してもらいたいのは文化とか DNA と
か、です。日本語というものは日常会話だけでない、もう一つ非常に重要な役割があって、
それは芸術作品の、いわば遺伝子を伝えるための非常に重要な役割をしてるわけです。
『源氏物語』にしても『古今和歌集』にしても。それらは日本語なので、その乗り物が本
なわけですよ。今、本屋にある『源氏物語』やあるいは絵本の『かちかち山』にしても、
ルーツはもちろんずっと昔にあるわけで、形態が違い肉体は違っても、やはり DNA の部
分はとても大事です。そこをどう国語教育の中に落とし込んでいくかということはとても
大事だし、むしろこれからやらなければいけないことだろうと思うのです。
文科省が、そういうことを認識してくれていればいいのですけれども、アクティブ・ラ
ーニングという言葉が入ってくると、みんなに iPad持たせて、先生方にこれでやれとか、
電子黒板を導入する。それはたぶん予算の問題で、文科省の予算が減ると発言力がなくな
るということもあるのかもしれないのですが、予算が取れますよね、電子黒板導入すれば。
東京辺りはいいとしても、「みんなトンボが飛ぶようすを見てみようか」とか「トンボの
羽が何枚あるかな」と電子黒板で見せるよりは、田舎の学校だと、ちょっと田んぼなんか
に行って「これがトンボだ」って捕まえたほうがはるかにいいだろうと思うのです。
だから、デジタル時代の、いわゆるデータを共有できる時代の教育と、それから、“そ
のもの”ですよね、そういうものとかがあって。しかも杉本さんが満足しなかった、デジ
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タルコピーや、あるいは画像では満足しなかった家訓のああいう本を、富士ゼロックス京
都の皆さんが作ってくれたもので満足したというのは、何かあるだろうと思うのです。そ
ういうものの力というものも、子どもたちにはしっかりと教えていかなければならない。
そのためには、一つのモデルケースとして、富士ゼロックス京都の社会貢献の素晴らしさ
は、もっと注目されていいだろうなと思うのです。
一応、私のほうからの話は、はこれぐらいなのですけれども。
ここに中山家の『源氏物語』があります。さきほど、突然お願いして資料館の所蔵本を
出していただきました。これを日本古典文学会が複製した時のことを、池田利夫先生が
「日本古典文学会との三十余年」（『日本古典文学会々報』別冊（終刊号）、財団法人日本
古典文学会、2006.12）という回想録で書いています。「はじめて松田と会ったのは、つま
りは日本古典文学会を立ちあげる打ち合わせ」をしたのは、ということが書いてあって。
事務局長だった松田稔さんと池田利夫先生、もうお二方ともお亡くなりになりましたけど。
調査や典籍の撮影、製作の現場には、いつも必ず松田がいた。福井県武生での紙漉
きなど、私は立ち会うと言っても何も知らず、見聞きするすべてが新鮮だったが、松
田はかねて体験済みだったらしく、滅法詳しくて、漉きあがった紙をためつすがめつ
してはダメ出しするのに感心した。印刷でもそうだった。ある日松田が研究室に来て、
見せたいものがあると言う。「中山さんから末摘花を借りてきてしまいました」と包
みを差し出すので、そんな筈あるまいと開けてびっくり、そこに確かにあったのだ、
と思ったのも束の間、取り上げると、一帖綴じさせた試し刷りであった。一緒に京都
まで出向いて繰り返し色校正をした成果か、本物と見紛うばかりの表紙なので、改め
て二人して手を取り合わんばかりに喜んだのが、ついこの間のようなことなのだ。
と書いてあるのですね。その「末摘花」の表紙が本当にいい表紙なのです。日本古典文学
会が総力を挙げて作ったあの表紙の複製、和紙で漉いてコロタイプがあって。
ただし、こうした手の込んだ複製本は、総じて高い。田中親美の複製などは、古本屋な
どでもとても高価です。図書館では、貴重書になっているところもあります。容易に触れ
ないから、その点では、やはり扱いが原本と同じになってしまう。
富士ゼロックス京都の皆さんの複製本のいいところは、出前授業などでたくさんの子ど
もたちが触ってるのです。それは折り皺だったり、めくりの手擦れだったり、というもの
が、そのたびに加わって、よりリアルに再現されているというか。だから、より本物に近
いですね。ガラスケースの中にしまわれていない、呼吸して、息をして生きている。
だから今、今西（祐一郎）館長の本が下のロビーに出てますけど、あれもぜひ、富士ゼ
ロックス京都の協力で複製を作っていただいて、子どもたちにもっと自由に触ってもらっ
たらいいだろうな、と思います。
